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認証 ～３つのW～

Who : 個体認証（Personal Identification）
指紋認証、虹彩認証、パスワード、IDカード、…

When : 時刻認証（Time Stamp）
タイムビジネス協議会

Where : 位置認証

三菱電機 CocoDates



位置認証の適用例（１）サーバーの詐称防止



位置認証の適用例（２）通話相手の場所確認



基本測量

国土地理院の行う測量

公共測量

基本測量以外で、国または公共団体が費用の負
担等を行って実施する測量

測量士・測量士補

基本測量や公共測量に従事するために必要な国
家資格

位置認証の適用例（３）公共測量



位置（緯度・経度・高さ）の概念

測量法改正（2001.6.20 公布、2002.4.1 施行）

日本測地系⇒世界測地系（東京近辺で450mの差）

電子基準点、三角点の位置を測地成果2000へ
• ITRF1994における鹿島26m局の1997.1.1時点の位置を基準

• 新十津川、海南各VLBI局のITRF94における位置を決定

• 電子基準点・三角点の位置を順次計算⇒緯度・経度は不変

ただし、緯度・経度のみ⇒標高の基準は変更せず

GPSで正確に位置を求めても、測量法上正しい緯度・経度・標高は得られない

地殻変動の補正、標高の補正などが必要



位置認証の波及効果

ＧＩＳの整備促進

位置情報の整合性の確保

土地登記、地籍

位置情報社会基盤の基準点



位置認証技術試験システム

NICTと日本GPSソリューションズ（株）の共同研究
に基づいて平成17年度開発開始

解析エンジンにはBernese (Ver.4.2)を使用した高
度精密測位システム（Advanced Precise 
Positioning System = APPS）を利用

位置認証サーバーソフトウェアはテラ（株）が開発中

2006年2月ころに試験運用公開実験を想定



データ解析センター

ユーザー
自治体・研究機関・
公共機関・建築業...

観測データ（RINEX ファイル）

＆ 観測地点情報

即時解析結果
•相対測位リファレンスデータ取得
•宇宙測地技術による各種データの維持
精密衛星軌道・地球回転パラメタ・
水蒸気分布モデル

•解析手段の提供・解析解の均一化

•ＧＩＳデータベースへの入力
•地殻変動観測・地滑り警報システム
•ダム・橋梁・埋立地などの変動監視

高度精密測位システム
APPS (Advanced Precise Positioning System)



高度精密測位システム：ＡＰＰＳ

APPS:ユーザーを限定しない高精度測位手段の提供

ユーザーは干渉測位用ＧＰＳ受信機でデータを取得

取得したデータ（RINEX）をデータ解析センターに送付

解析センターでは、データベースに蓄積されている精密軌
道、基準点観測データを使用して、ユーザーから送付され
た観測データを解析

解析結果をメールなどでユーザーに返送



ログイン画面

ユーザ画面



結果表示画面



認証データID
一覧画面









位置認証技術試験システム名称案

Verified Position Service (System)
Certified Position Service (System)

参考
個人認証：Identification （指紋認証＝Finger Print 
Identification）
時刻認証：Time Stamp
単語の訳等

• verify …が真実であることを証明［立証,確証］する。実
証する。…が真実［正確］であることを確かめる。

• certify…を保証[確証]する。…を文書で証明[証言]する。
• authorize  …を正式に認可する。正当と認める。



将来の発展

なりすましの防止、検出

受信機の検定

校正データ（位相特性）の適用による確度改善

専用受信機の開発

設置の容易な三脚

地上マーカー⇒位相中心のベクトル測定自動化

電離層モデル利用による単周波受信機の活用

マルチパス状況下での位置推定方法の研究
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